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はは
じじ
めめ
にに  

「
雑
書
巻
冊
」
の
特
徴
は
、
同
じ
巻
物
ま
た
は
冊
頁
を
二
種
類
或
い
は
二
種
類
以
上
の
書
体
で

書
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
１

。
つ
ま
り
、
一
人
の
書
家
ま
た
は
複
数
の
書
家
が
、
一
つ
の
巻
物
ま

た
は
冊
頁
で
二
種
類
以
上
の
書
体
を
使
っ
て
形
成
し
、
内
容
豊
富
な
物
と
言
わ
れ
る
。
巻
物
と
い

う
形
式
は
南
北
朝
時
代
に
す
で
に
あ
り
、
唐
代
に
は
発
展
し
て
洗
練
さ
れ
た
。
冊
頁
と
い
う
形
式

の
形
成
は
巻
物
よ
り
遅
い
が
、
唐
代
に
も
す
で
に
あ
っ
た
。
当
時
の
巻
物
や
冊
頁
の
内
容
は
ほ
と

ん
ど
絵
ま
た
は
単
一
の
書
体
を
使
っ
た
書
法
作
品
で
あ
る
。
元
代
に
な
る
と
、
多
く
の
書
体
で
書

か
れ
た
巻
物
や
冊
頁
が
だ
ん
だ
ん
現
れ
て
き
た
。
明
末
清
初
に
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
書
体
を
混

ぜ
た
、
創
作
的
な
巻
冊
が
再
び
興
っ
て
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
代
表
的
な
書
家
は
傅
山
で
あ
り
、

白
謙
慎
氏
は 

「
王
鐸
よ
り
、
傅
山
は
も
っ
と
多
く
の
書
体
を
書
け
る
の
で
、
十
七
世
紀
に
雑
書
巻
冊
を
書
く

も
っ
と
も
重
要
な
書
家
に
な
っ
た
。
傅
山
は
当
時
誰
よ
り
も
多
く
の
雑
書
巻
冊
を
書
い
た
だ
け 

で
は
な
く
、
雑
書
巻
冊
を
極
点
ま
で
発
展
さ
せ
た
。」「
較
之
王
鐸
、
傅
山
能
書
写
更
多
的
字
体
、

他
也
因
此
成
為
十
七
世
紀
書
写
雑
書
巻
冊
最
重
要
的
書
法
家
。
傅
山
不
但
書
写
過
比
当
時
任
何 

人
都
多
的
雑
書
巻
冊
他
還
将
此
種
書
法
形
式
推
到
极
致
」
２ 

と
評
価
し
た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
傅
山
の
七
十
七
年
の
生
涯
は
、
書
法
作
品
が
非
常
に
多

く
あ
る
。
楷
書
、
隷
書
、
草
書
さ
ら
に
篆
書
な
ど
の
書
体
の
運
用
に
熟
達
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
雑

書
巻
冊
に
対
す
る
造
詣
も
深
い
。
し
か
し
、
傅
山
の
雑
書
巻
冊
は
数
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
後
人
に
よ
り
傅
山
の
手
稿
を
集
め
て
表
装
し
て
、
雑
書
巻
冊
に
な
る
こ
と
も
存
在
す
る
と 

思
わ
れ
る
。
『
傅
山
全
書
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
に
よ
る
と
、
雑
書
巻
冊
が
十
一
点
あ
り
、
ま
た

台
湾
の
何
創
時
基
金
会
が
収
蔵
し
た
「
嗇
廬
妙
翰
卷
」
も
あ
る
の
で
、
現
存
す
る
傅
山
雑
書
巻
冊

の
作
品
は
十
二
点
あ
る
。
本
稿
は
、
傅
山
の
十
二
点
の
雑
書
巻
冊
に
基
づ
い
て
、
雑
書
巻
冊
の
表

装
の
形
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

 

第第
一一
章章  

傅傅
山山
のの
年年
譜譜
概概
略略

３３  

１
６
０
６
年(

万
曆
三
十
四
年
丙
午) 

１
歳 

傅
山
生
ま
れ
る
。
初
め
名
は
鼎
臣
、
後
に
山
と
改
め
る
。 

１
６
１
２
年(

万
曆
四
十
年
壬
子) 

７
歳 

文
字
の
学
習
を
始
め
る
。
与
え
ら
れ
た
書
物
す
べ
て
に
集
中
し
、
一
読
す
れ
ば
暗
誦
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

１
６
１
４
年(

万
曆
四
十
二
年
乙
卯) 

９
歳 

書
を
学
び
、
鐘
繇
を
臨
書
す
る
。 

１
６
１
８
年(

万
曆
四
十
六
年
戊
午) 

１
３
歳 

明
の
神
宗
の
「
御
書
海
闊
五
言
十
字
」
を
見
る
。 

１
６
２
０
年(

泰
昌
元
年
庚
午) 

１
５
歳 

童
子
の
試
験
に
応
じ
、
山
西
提
学
の
文
翔
鳳
か
ら
博
士
弟
子
員
に
抜
擢
さ
れ
る
。
家
塾
の
課
業
が
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厳
し
く
部
屋
か
ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
病
に
か
か
り
、
神
僧
伝
を
読
み
、
仏
教
や
道
教
等
諸
書

を
読
む
よ
う
に
な
る
。 

１
６
２
５
年(

天
啓
五
年
乙
丑) 

２
０
歳 

府
学
の
試
験
に
合
格
し
、
官
府
か
ら
手
当
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
八
股
文

を
習
う
必
要
な
し
と
感
じ
、
十
三
経
、
諸
子
、
『
史
記
』
か
ら
『
宋
史
』
に
至
る
ま
で
を
読
み
、

仏
教
道
教
の
書
に
拡
大
し
た
。
ま
た
『
文
選
』
を
読
ん
だ
。 

晋
唐
の
楷
書
を
学
ぶ
。 

１
６
２
７
年(

天
啓
七
年
丁
卯) 
２
２
歳 

「
秋
海
棠
賦
」
を
作
る
。 

１
６
２
８
年(

崇
禎
元
年
戊
辰) 

２
３
歳 

傅
山
の
妻
の
張
氏
静
君
（
忻
州
の
人
、
光
禄
張
泮
の
娘
）
が
、
こ
の
一
月
に
子
の
眉
を
生
む
。 

１
６
３
８
年(

崇
禎
十
一
年
戊
寅) 

３
３
歳 

「
元
日
雪
二
首
」
の
詩
を
作
る
。 

一
月
、
銭
文
蔚
が
接
待
の
準
備
を
し
、
崇
善
寺
に
傅
山
ら
を
招
待
し
遊
ぶ
。 

こ
の
年
、
お
い
の
仁
が
生
ま
れ
る
。 

１
６
４
１
年(

崇
禎
十
四
年
辛
巳) 

３
６
歳 

春
、
傅
山
は
疫
病
に
か
か
り
危
篤
状
態
に
な
っ
た
が
、
兄
庚
の
看
護
の
お
か
げ
で
回
復
す
る
。 

１
６
４
４
年(

崇
禎
十
七
年
甲
申
順
治
元
年) 

３
９
歳 

二
月
、
李
自
成
が
太
原
を
攻
め
落
し
た
。
傅
山
は
時
に
平
定
の
嘉
山
に
仮
寓
し
た
。 

三
月
、
李
自
成
が
北
京
を
攻
め
落
し
て
、
崇
禎
帝
は
縊
死
し
た
。
明
が
滅
亡
し
た
。 

四
月
、
清
兵
が
山
海
關
に
入
っ
た
。 

五
月
三
日
、
清
兵
が
北
京
に
入
り
、
李
自
成
は
太
原
に
退
却
し
た
。 

十
月
、
清
兵
が
太
原
を
攻
め
落
し
た 

十
一
月
、
山
西
を
悉
く
平
定
し
た
。 

明
が
滅
ん
で
か
ら
は
、
傅
山
は
学
生
の
服
衿
を
脱
ぎ
道
服
を
着
る
。
数
年
後
に
は
家
を
捨
て
、
平

定
や
祁
県
や
汾
陽
の
間
を
流
寓
す
る
。
こ
の
年
は
、
ほ
と
ん
ど
平
定
や
寿
陽
や
盂
県
に
仮
寓
す 

る
。 

１
６
４
５
年(

順
治
二
年
乙
酉) 

４
０
歳 

戦
乱
を
避
け
る
た
め
、
武
郷
、
汾
陽
、
平
定
、
盂
県
の
間
を
往
来
し
、
蒼
岩
山
に
遊
ぶ
。 

１
６
４
６
年(

順
治
三
年
丙
戌) 

４
１
歳 

六
月
、
袁
継
咸
は
清
に
仕
え
る
こ
と
を
拒
み
殺
さ
れ
る
。
傅
山
は
北
京
に
潜
入
し
、
袁
継
咸
の
遺

稿
を
持
ち
帰
る
。 

１
６
４
７―

４
９
年(

順
治
四
年-

六
年
丁
亥
、
戊
子
、
己
丑) 

４
２―

４
４
歳 

「
反
清
復
明
」

４

の
運
動
に
従
事
し
た
。 

一
六
四
九
年
に
、
山
西
全
域
に
反
清
の
義
軍
が
起
こ
っ
た
。
同
年
、
晋
祠
の
戦
役
が
失
敗
し
た
。 

１
６
５
０
年(

順
治
七
年
庚
寅) 

４
５
歳 

祁
県
に
寓
し
、
戴
楓
仲
を
訪
ね
、
丹
楓
閣
の
壁
に
詩
を
題
す
。 

陽
爾
禎
の50

歳
の
誕
生
日
を
寿
ぎ
、「
長
歌
寿
陽
爾
禎
老
友
」
の
詩
を
作
る
。 

１
６
５
１
年(

順
治
八
年
辛
卯) 

４
６
歳 

汾
陽
の
陽
爾
禎
の
家
に
寓
す
。 

１
６
５
３
年(

順
治
十
年
癸
巳) 

４
８
歳 

冬
、
汾
陽
か
ら
陽
曲
の
土
堂
村
に
寓
し
、
荘
子
の<

南
華
経>

を
楷
書
で
書
き
、
眉
と
仁
に
教
え
た
。

「
僑
黄
」
を
自
号
す
る
。 

１
６
５
４
年(

順
治
十
一
年
甲
午) 

４
９
歳 

平
定
に
寓
す
る
。 

謀
叛
罪
で
太
原
郡
の
獄
中
に
繫
が
れ
た
。 

１
６
５
５
年(

順
治
十
二
年
乙
未) 

５
０
歳 

謀
叛
罪
で
太
原
郡
の
獄
中
に
繫
が
れ
た
。 

１
６
５
６
年(

順
治
十
三
年
丙
申) 

５
１
歳 

晋
陽
に
寓
す
。 

１
６
５
７
年(

順
治
十
四
年
丁
酉) 

５
２
歳 

家
を
捨
て
て
北
遊
し
、
先
ず
山
東
に
至
る
。 

１
６
５
８
年(

順
治
十
五
年
戊
戌) 

５
３
歳 

祁
県
に
寓
す
。 
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１
６
５
９
年(

順
治
十
六
年
乙
亥) 

５
４
歳 

傅
山
は
南
遊
し
、
淮
河
、
揚
子
江
を
渡
る
。 

１
６
６
０
年(

順
治
十
七
年
庚
子) 

５
５
歳 

傅
山
は
松
荘
に
隠
遁
し
て
い
て
、
「
松
僑
」
を
自
号
す
る
。 

傅
山
の
母
が
卒
し
た
。 

１
６
６
４
年(

康
熙
三
年
庚
辰) 

５
９
歳 

目
が
霞
む
た
め
読
書
を
や
め
、
右
肘
が
痛
む
た
め
筆
を
持
て
な
く
な
る
。 

１
６
７
４
年(

康
熙
十
三
年
甲
寅) 

６
９
歳 

甥
の
仁
が
卒
す
る
。
享
年
三
十
七
歳
。
傅
山
は
「
哭
姪
仁
六
首
」
を
作
り
そ
の
死
を
弔
う
。
段
緈

が
傅
山
の
門
下
生
と
な
り
学
書
す
る
。 

１
６
７
８
年(

康
熙
十
七
年
戊
午) 

７
３
歳 

正
月
乙
未
、
康
熙
帝
が
詔
し
て
博
学
鴻
詞
科
を
開
く
。 

給
事
中
の
李
宗
孔
と
劉
沛
先
が
傅
山
を
博
学
鴻
詞
科
に
推
薦
し
た
が
、
病
と
称
し
て
辞
退
す
る
。 

１
６
７
９
年(

康
熙
十
八
年
己
未) 

７
４
歳 

傅
山
に
博
学
鴻
詞
科
の
試
験
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
同
意
せ
ず
。 

１
６
８
４
年(

康
熙
二
十
三
年
甲
子) 

７
９
歳 

二
月
初
九
日
に
子
の
眉
が
卒
す
る
。
享
年
五
十
七
歳
。
傅
山
は
大
い
に
嘆
き
、
「
哭
子
」
の
詩
十

四
章
を
作
っ
た
。 

遺
書
を
魏
象
枢
、
李
振
藻
、
孫
長
公
、
戴
夢
熊
に
遺
し
、
両
孫
を
託
す
る
。 

六
月
十
二
日
、
傅
山
が
卒
す
る
。
享
年
七
十
九
歳
。 

   

第第
二二
章章  

傅傅
山山
のの
雑雑
書書
巻巻
冊冊
のの
内内
容容
とと
書書
体体
にに
おお
けけ
るる
考考
察察  

傅
山
は
明
末
清
初
に
、
多
く
の
雑
書
巻
冊
を
書
い
て
、
雑
書
巻
冊
と
い
う
形
式
を
極
地
ま
で
発

展
さ
せ
た
代
表
的
な
書
家
で
あ
る
。
現
存
す
る
傅
山
の
作
品
は
多
い
が
、
偽
物
も
多
く
あ
る
の 

で
、
本
論
で
は
で
き
る
限
り
傅
山
の
真
跡
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
『
傅
山
全
書
』
に
収
録

さ
れ
た
十
一
点
（
①
〜
⑪
）
の
雑
書
巻
冊
と
台
湾
の
何
創
時
基
金
会
が
収
蔵
し
て
い
る
「
嗇
廬
妙

翰
卷
」（
⑫
）
を
考
察
す
る
。 

 

①①
「「
篆篆
楷楷
草草
詩詩
文文
手手
巻巻
」」((

図図
一一))  

紙
本
。
縦
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
六
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
晋
祠
博
物
館
蔵
。  

内
容
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

（
１
）
第
一
部
分
は
傅
山
の
自
作
の
詩
で
あ
る
。
大
篆
で
書
か
れ
た
。
全
体
は
金
石
の
雰
囲
気

が
あ
り
、
傅
山
が
金
石
に
造
詣
が
深
い
と
わ
か
る
。
隔
水
ま
で
の
内
容
を
第
一
段
に
し
て
、
後
ろ

は
第
二
段
に
し
た
。
一
段
目
の
最
後
「
伝
書
豈
肯
降
、
含
（
以
下
欠
）
」
、
「
含
」
の
あ
と
が
欠
け

て
い
て
、
内
容
は
不
完
全
で
あ
る
。
二
段
目
の
大
篆
の
右
側
に
、
朱
墨
で
釈
文
を
書
い
た
が
、
内

容
も
不
完
全
で
、
「
春
邨
多
柳
陰
」
後
の
内
容
は
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
段
と
第
二
段
の
紙

の
色
が
違
う
。 

（
２
）
第
二
部
分
の
第
一
段
は
「
六
祖
法
宝
壇
経
」
中
の
内
容
で
あ
る
。
小
楷
で
書
か
れ
た
。

第
二
段
は
「
六
祖
法
宝
壇
経
」
中
の
偈
語
で
あ
る
。 

（
３
）
第
三
部
分
は
自
作
の
詩
「
除
和
于
」、
「
和
秀
」、
「
和
昭
」
で
あ
る
。
草
書
で
書
か
れ
て
、

前
の
部
分
は
後
ろ
よ
り
連
綿
性
が
強
く
て
、
重
さ
も
表
し
た
。 

こ
の
雑
書
卷
册
の
第
一
部
分
の
内
容
は
不
完
全
で
、
紙
の
色
も
違
う
。
第
三
部
分
の
内
容
は
欠

け
な
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
落
款
が
な
か
っ
た
。
頭
に
、
引
首
も
な
か
っ
た
。
こ
の
雑
書
巻
冊
は
、

傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
か
ら
裁
ち
切
っ
た
あ
と
、
整
理
し
て
表
装
し
た
も
の
と
疑
っ
て
い
る
。 

 ②②
「「
隷隷
草草
零零
散散
手手
稿稿
冊冊
頁頁
」」((

図図
二二))  

紙
本
。
縦
二
十
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
山
西
博
物
院
蔵
。 

内
容
に
よ
っ
て
、
十
一
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

(

１)
第
一
部
分
の
内
容
は
ま
と
ま
り
が
な
い
、
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
隷
書
で
書
か
れ
た
が
、
最

初
の
一
段
は
「
蔡
邕
郭
有
道
碑
」
と
い
う
題
名
を
書
い
た
、
第
二
、
第
三
段
の
内
容
は
「
蔡
邕
郭

有
道
碑
」
と
関
係
が
な
い
。
郝
継
文
氏
の
論
文
「
傅
山
の
隷
書
に
関
す
る
論
」
５(

「
傅
山
隷
書
略

論
」)

で
は
、
最
後
の
一
段
は
「
張
遷
碑
」
の
臨
書
と
判
定
し
た
。 
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(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
自
作
詩
と
、
杜
甫
の
詩
「
寄
高
三
十
五
書
記
」
中
の
「
嘆
息
高
生
老
、

新
詩
日
又
多
。
美
名
人
不
及
、
佳
句
法
如
何
。
」
と
「
贈
鄭
十
八
賁
」
中
の
「
温
温
士
君
子
、
令

我
懐
抱
尽
。
」
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
段
は
一
字
一
字
は
っ
き
り
し
た
行
書
で
書
か

れ
て
、
第
二
段
は
行
草
書
で
書
か
れ
た
。 

(

３)

第
三
部
分
の
内
容
は
『
世
説
新
語
・
軽
詆
第
二
十
六
』
の
一
節
の
昔
話
で
あ
る
。
草
書
で

書
か
れ
た
。 

(

４)

第
四
部
分
の
内
容
は
筆
記
で
あ
り
、
特
別
の
意
味
は
な
い
。
第
三
部
分
と
同
じ
で
草
書
で

書
か
れ
て
、
第
一
段
は
三
行
で
、
第
二
、
第
三
段
は
二
行
で
書
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
段

の
部
分
は
傅
山
の
生
活
の
筆
記
か
も
し
れ
な
い
が
、(

「
管
子
愛
秋
雲
、
多
想
極
材
居
。
無
事
喫

薄
粥
、
後
看
南
華(

後
は
欠
く)

」)

「
南
華
」
の
あ
と
が
欠
け
、
内
容
は
不
完
全
で
あ
る
。
あ
と

の
第
二
段
の
部
分
は
ま
た
ほ
か
の
内
容
で
あ
り
、
第
一
段
と
関
係
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品

の
第
四
部
分
、
第
六
部
分
、
第
七
部
分
、
第
十
部
分
、
第
十
一
部
分
は
明
ら
か
に
紙
を
貼
り
あ
わ

せ
た
跡
が
あ
る
。
各
部
分
の
前
後
関
係
も
な
い
。
第
十
部
分
の
第
一
段
の
「
憐
」
と
い
う
字
の
左

側
は
、
「
憐
」
の
形
に
合
わ
せ
て
裁
ち
切
る
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
第
七
部
分
は
傅
山
が
王
羲

之
の
「
昨
書
帖
」
と
「
月
半
哀
悼
帖
」
を
臨
書
し
た
が
、
「
昨
書
帖
」
は
前
の
二
行
だ
け
、
内
容

は
欠
け
て
不
完
全
で
あ
り
、
三
行
目
か
ら
は
「
月
半
哀
悼
帖
」
の
臨
書
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る

と
、
こ
の
雑
書
巻
冊
は
、
傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
や
手
稿
か
ら
裁
ち
切
っ
た
あ
と
、
整
理
し
て

表
装
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 

(

５)

第
五
部
分
の
最
初
の
五
字
は
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
後
ろ
の
三
行
は
医
学
に
関
す
る
著 

作
『
難
経
・
第
二
十
難
』
で
あ
る
。
全
て
章
草
で
書
か
れ
た
。 

(

６)

第
六
部
分
の
内
容
は
庾
信
の
詩
、
「
擬
詠
懐
詩
二
十
七
首
」
中
の
三
首
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
文
を
書
き
取
っ
た
。
一
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・
五
」
の
「
一
朝
人
事
尽
、
身
名
不
足
親
。」、

二
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・
十
四
」
の
「
有
情
何
可
豁
、
忘
懷
固
難
遣
。
」
、 

三
つ
目
は
「
擬
詠
懐

詩
・
十
八
」
の
「
樂
天
乃
知
命
、
何
時
能
不
憂
」
で
あ
る
。
行
草
書
で
書
か
れ
た
。 

(

７)

第
七
部
分
の
内
容
は
王
羲
之
の
「
昨
書
帖
」
と
「
月
半
哀
悼
帖
」
の
臨
書
で
あ
る
。
前
の

二
行
目
ま
で
は
「
昨
書
帖
」
で
あ
る
が
、
内
容
が
か
け
て
、
不
完
全
の
臨
書
で
あ
り
、
後
ろ
の
三

行
は
「
月
半
哀
悼
帖
」
の
全
て
の
内
容
を
臨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
草
書
で
書
か
れ
た
。
最
後

は
「
山
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

(

８)

第
八
部
分
の
内
容
は
第
六
部
分
の
内
容
と
同
じ
で
、
庾
信
の
詩
を
書
き
取
っ
た
。
一
つ
目

は
「
擬
詠
懐
詩
・
十
九
」
中
の
「
天
下
有
情
人
、
居
然
性
靈
妖
。」
で
、
二
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・

二
十
」
中
の
「
古
人
持
此
性
、
遂
有
不
能
安
。
」
で
、
三
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・
二
十
四
」
中
の

「
無
悶
無
不
悶
、
有
待
何
可
待
。
」
で
、
三
つ
の
文
句
を
書
き
取
っ
た
。
行
草
書
で
書
か
れ
て
、

「
山
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

(

９)

第
九
部
分
の
内
容
は
傅
山
の
筆
記
「
極
知
言
語
病
、
三
緘
每
自
銘
。
忽
然
不
可
忍
、
便
亦

氣
難
平
。
即
此
安
未
怏
、
不
可
言
知
移
。
長
移
貧
子
受
用
。
」
で
あ
る
。
草
書
で
書
か
れ
て
、
「
傅

山
之
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

(

１
０)

第
十
部
分
の
内
容
は
第
六
部
分
、
第
八
部
分
と
同
じ
で
、
庾
信
の
詩
を
書
き
取
っ
た
。

一
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・
二
十
五
」
中
の
「
自
知
費
天
下
、
也
復
何
足
言
。」
で
、
二
つ
目
は
「
擬

詠
懐
詩
・
十
二
」
中
の
「
天
道
或
可
問
、
微
兮
不
忍
言
。
」
で
、
三
つ
目
は
「
擬
詠
懐
詩
・
三
」 

中
の
「
自
憐
才
智
盡
、
空
傷
年
鬢
秋
。」
で
、
四
つ
目
は
「
慨
然
成
咏
詩
」
中
の
「
寶
雞
雖
有
祀
、

何
時
能
更
鳴
。
」
で
、
四
つ
の
文
句
を
書
き
取
っ
た
。
草
書
で
書
か
れ
て
、
「
傅
山
之
印
」
と
い
う

印
を
押
し
た
。 

(

１
１)

第
十
一
部
分
の
内
容
は
『
世
説
新
語
・
品
藻
』
中
の
、
庾
道
季
の
精
神
に
関
す
る
視
点

と
傅
山
の
感
想
で
あ
る
。
前
の
五
行
ま
で
は
行
楷
書
で
書
か
れ
て
、
最
後
の
三
行
は
行
書
で
書
か

れ
て
、「
傅
山
之
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

 ③③
「「
楷楷
行行
草草
道道
経経
仏仏
経経
冊冊
頁頁
」」((

図図
三三))  

紙
本
。
縦
二
十
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
海
博
物
館
蔵
。 

内
容
に
よ
っ
て
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

(
１)

第
一
部
分
の
内
容
は
道
教
の
経
典
『
太
上
老
君
開
天
経
』(

雲
笈
二
卷)

の
一
段
で
あ
る
。

十
二
行
目
の
「
西
之
大
澤
」
の
後
の
内
容
が
欠
け
て
、
十
三
行
目
の
「
此
期
未
克
」
の
前
の
内
容

が
欠
け
た
。
つ
ま
り
、
『
太
上
老
君
開
天
経
』(

雲
笈
二
卷)

の
一
部
分
の
内
容
が
欠
け
た
。
行
書

で
書
か
れ
て
、
最
後
は
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
仏
教
の
経
典
『
仏
説
大
安
般
守
意
経
序
』
と
傅
山
の
筆
記
で
あ
る
。
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小
楷
と
草
書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
は
多
く
の
蔵
印
を
押
し
て
、
全
篇
が
統
一
し
て
、
最
後
に

落
款
も
あ
る
の
で
、
傅
山
の
ほ
か
の
作
品
か
ら
切
り
取
っ
て
表
装
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
判
定 

で
き
る
。 

 ④④
「「
楷楷
行行
草草
篆篆
歷歷
代代
名名
臣臣
像像
贊贊
」」((

冊冊
頁頁))((

図図
四四))  

紙
本
。
縦
二
十
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
山
西
博
物
院

蔵
。 「

歴
代
名
臣
」
と
い
う
引
首
が
あ
る
。
十
三
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

第
一
部
分
は
「
王
羲
之
」
を
紹
介
し
て
、
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
二
部
分
は
陶
淵
明
を
紹
介

し
て
、
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
三
部
分
は
白
居
易
を
紹
介
し
て
、
行
書
で
書
か
れ
た
。
第
四
部

分
は
王
通
を
紹
介
し
て
、
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
五
部
分
は
魏
徵
を
紹
介
し
て
、
行
草
書
で
書
か

れ
た
。
第
六
部
分
は
杜
如
晦
を
紹
介
し
て
、
行
草
書
で
書
か
れ
た
。
第
七
部
分
は
房
玄
齡
を
紹
介

し
て
、
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
八
部
分
は
李
靖
を
紹
介
し
て
、
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
九
部

分
は
狄
仁
傑
を
紹
介
し
て
、
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
十
部
分
は
陸
贄
を
紹
介
し
て
、
行
草
書
で
書

か
れ
た
。
十
一
部
分
は
韓
愈
を
紹
介
し
て
、
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。
第
十
二
部
分
は
裴
度
を
紹
介

し
て
、
篆
書
と
行
草
書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
作
品
全
篇
が
統
一
し
て
、
引
首
も
あ
る
。
最
後
に
蔵

印
を
押
し
た
。 

 ⑤⑤
「「
楷楷
隸隸
草草
篆篆
詩詩
文文
冊冊
頁頁
」」((

図図
五五))  

紙
本
。
縦
三
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
晋
祠
博
物
館
蔵
。 

内
容
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

(

１)

第
一
部
分
の
内
容
は
傅
山
の
友
達
の
梁
檀
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
楷
書
で
書
か
れ
た
。

こ
の
部
分
の
最
後
に
、「
僑
黃
之
人
」
と
い
う
落
款
が
あ
っ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
祖
鴻
勛
の
文
章
「
与
陽
休
之
書
」
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
隷

書
で
書
か
れ
た
。
最
後
に
「
傅
山
之
印
」
を
押
し
た
。 

(

３)

第
三
部
分
の
内
容
は
傅
山
が
傅
眉
、
傅
仁
に
勧
学
す
る
こ
と
で
あ
る
。
章
草
書
で
書
か
れ

た
。 

(

４)

第
四
部
分
の
内
容
は
唐
の
杜
甫
の
詩
「
謁
真
諦
寺
禅
師
」
と
「
入
宅
」
で
あ
る
。
篆
書
で

書
か
れ
て
、
古
文
字
の
結
構
を
用
い
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
、
「
真
山
書
松
橋
」
と
い
う
落
款

が
あ
り
、「
傅
山
之
印
」
も
押
さ
れ
た
。 

こ
の
雑
書
巻
冊
は
四
つ
の
部
分
が
あ
り
、
各
部
分
に
は
同
じ
「
傅
山
之
印
」
を
押
し
た
。
第
一
、

第
二
、
第
四
部
分
に
は
落
款
が
あ
っ
た
。
各
部
分
の
内
容
も
完
整
で
、
ほ
か
の
作
品
か
ら
切
り
取

っ
た
跡
が
な
い
の
で
、
傅
山
の
手
稿
を
寄
せ
集
め
て
作
っ
た
雑
書
巻
冊
で
は
な
い
と
判
明
す
る
。 

 ⑥⑥
「「
篆篆
隸隸
行行
草草
楷楷
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」((

図図
六六))  

紙
本
。
縦
二
十
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
天
津
芸
術
博
物
館
蔵
。 

内
容
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。 

(

１)

第
一
部
分
の
内
容
は
『
禮
記
・
楽
記
』
の
一
段
、
『
荘
子
・
達
生
』
の
一
段
と
『
列
子
・

天
瑞
』
の
一
段
を
書
き
取
っ
た
。
篆
書
と
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
、
傅
山
の
仏
教
の
精
進
に
関
す
る
考
え
で
あ
る
。
隷
書
、
篆
書
、
楷

書
と
行
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

３)

第
三
部
分
の
内
容
は
『
列
子
・
楊
朱
』
の
一
段
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
楷
書
と
隷

書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
「
傅
山
印
」
を
押
し
た
。 

こ
の
三
つ
の
部
分
の
内
容
は
全
て
完
全
で
、
最
後
は
傅
山
の
印
を
押
し
た
。
ほ
か
の
作
品
か
ら

切
り
取
っ
た
跡
が
な
い
の
で
、
傅
山
の
手
稿
を
寄
せ
集
め
て
作
っ
た
雑
書
巻
冊
で
は
な
い
と
判 

明
す
る
。 

 ⑦⑦
「「
楷楷
隸隸
草草
鶡鶡
冠冠
子子
等等
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」((

図図
七七))  

紙
本
。
縦
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
蘇
州
市
博
物
館
蔵
。  

(
１)

第
一
部
分
の
内
容
は
『
鶡
冠
子
・
世
兵
』
の
一
段
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
題
名
を

篆
書
で
書
い
た
、
正
文
は
小
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
潘
岳
の
文
章
「
射
雉
賦
」
の
一
段
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
部
分
の
小
楷
書
よ
り
小
さ
い
小
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

３)

第
三
部
分
の
内
容
は
『
難
経
・
第
六
十
六
難
』
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
楷
書
で
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書
か
れ
た
。
第
一
部
分
か
ら
第
三
部
分
ま
で
の
紙
は
全
て
縦
罫
線
が
あ
り
、
書
い
た
内
容
も
完
全

で
、
第
三
部
分
の
最
後
に
は
印
も
押
し
た
の
で
、
第
一
部
分
か
ら
第
三
部
分
ま
で
の
内
容
は
同
じ

時
期
に
書
か
れ
た
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。 

(

４)

第
四
部
分
の
内
容
は
「
狼
子
野
心
」
の
引
用
と
『
大
戴
礼
記
』
第
二
巻
の
「
夏
小
正
」
を

書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
楷
書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
は
「
太
原
」
と
「
傅
山

之
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

(

５)

第
五
部
分
の
内
容
は
『
安
世
房
中
歌
』
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
隷
書
と
草
書
で
書

か
れ
た
。
ま
た
、
隙
間
に
「
虜
」
と
「
慮
」
二
字
を
小
楷
書
で
注
釈
し
た
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、

傅
山
の
日
常
的
な
手
稿
で
、
真
剣
な
作
品
で
は
な
い
。 

(

６)

第
六
部
分
の
内
容
は
東
漢
の
班
固
の
文
章
「
奕
旨
」
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
章
草

書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
は
傅
山
の
落
款
が
あ
り
、
「
傅
山
之
印
」
と
い
う
印
も
押

し
た
。 

 ⑧⑧
「「
小小
楷楷
王王
維維
詩詩
草草
書書
李李
白白
塞塞
下下
曲曲
手手
卷卷
」」((

図図
八八))  

紙
本
。
縦
二
十
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
〇
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
故
宮
博
物
院
蔵
。 

（
１
）
第
一
部
分
の
内
容
は
王
維
の
詩
「
納
涼
」、
「
飯
覆
釜
山
僧
」、
「
自
大
散
以
往
深
林
密
竹

磴
道
盤
曲
四
五
十
里
至
黃
牛
」、
「
春
中
田
園
作
」、「
送
別
」、
「
齊
州
送
祖
三
」、
「
早
朝
」
と
筆
記

で
あ
る
。
楷
書
で
書
か
れ
て
、
筆
記
の
部
分
は
草
書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
は
「
山

記
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、「
傅
山
印
」
と
い
う
印
も
押
し
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
李
白
の
詩
「
塞
下
曲
」
と
筆
記
で
あ
る
。
第
一
部
分
の
筆
記
よ
り
大

き
な
草
書
で
書
か
れ
た
。
最
後
に
は
「
山
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、
「
傅
山
印
」
と
い
う
印
を
押

し
た
。 

 ⑨⑨
「「
行行
楷楷
雜雜
記記
詩詩
詞詞
冊冊
頁頁
」」((

図図
九九)) 

紙
本
。
縦
二
十
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
蘇
州
市
博
物
館

蔵
。 

(

１)

第
一
部
分
の
内
容
は
傅
山
の
古
詩
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
小
楷
書
と
行
楷
書
で
書
か 

れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
は
「
傅
山
之
印
」
と
い
う
印
を
押
し
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
傅
山
が
友
達
朱
霞
の
た
め
に
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
行
草
書
で
書
か 

れ
た
が
、
筆
記
部
分
の
字
体
は
正
文
よ
り
少
し
小
さ
い
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
「
甲
申
十
二
月
初

七
日
、
書
於
仇
猶
客
舍
」
と
い
う
落
款
が
あ
る
。
落
款
か
ら
見
る
と
、
傅
山
は
甲
申
年(

１
６
４

４
年)

十
二
月
初
七
日
に
こ
の
部
分
を
書
い
た
。 

(

３)

第
三
部
分
の
内
容
は
傅
山
の
自
作
詩
で
あ
る
。
小
楷
書
、
行
楷
書
と
行
草
書
で
書
か
れ 

た
。 

 ⑩⑩
「「
行行
楷楷
古古
人人
詩詩
文文
冊冊
頁頁
」」((

図図
十十))  

紙
本
。
縦
二
十
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
山
西
博
物
院
蔵
。 

(

１)

第
一
部
分
の
内
容
は
『
史
記
・
遊
俠
列
伝
・
劇
孟
伝
』
で
あ
る
。
行
草
書
で
書
か
れ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
杜
甫
の
詩
「
瀼
西
寒
望
」、
「
不
離
西
閣
」、
「
入
宅
二
首
」
と
、
陶
淵

明
の
「
庚
戌
歳
九
月
中
於
西
田
獲
早
稻
」、「
有
会
而
作
」
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
書
、

行
草
書
、
草
書
、
楷
書
で
書
か
れ
た
。
こ
の
部
分
の
最
後
に
は
「
真
山
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、

「
傅
山
印
」
と
い
う
印
も
押
さ
れ
た
。 

 ⑪⑪
「「
行行
書書
鍾鍾
靜靜
人人
猶猶
寢寢
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」((

図図
十十
一一))  

    

紙
本
。
縦
二
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
晋
祠
博
物
館
蔵
。 

(

１)

第
一
部
分
の
内
容
は
唐
代
詩
人
劉
郇
伯
の
詩
「
早
行
」
と
傅
山
の
筆
記
で
あ
る
。
行
書
と

行
草
書
で
書
か
れ
た
。 

(

２)

第
二
部
分
の
内
容
は
『
旧
唐
書
・
蕭
仿
伝
』
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
草
書
と
小

楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(
３)

第
三
部
分
の
内
容
は
、
杜
甫
の
「
月
夜
」
と
唐
末
の
譚
用
之
の
詩
「
再
游
韋
曲
山
寺
」
を

書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
草
書
、
楷
書
と
草
書
で
書
か
れ
た
。 

(

４)

第
四
部
分
の
内
容
は
東
漢
蓋
勛
の
こ
と
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
草
書
で
書
か
れ

た
。 

(

５)

第
五
部
分
の
内
容
は
『
世
説
新
語
・
德
行
下
』
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
楷
書
、
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行
草
書
と
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

こ
の
作
品
は
落
款
と
印
が
な
く
て
、
内
容
も
統
一
し
て
な
い
。
後
人
が
傅
山
の
手
稿
を
集
め
て

表
装
し
た
巻
冊
で
あ
ろ
う
。 

 ⑫⑫
「「
嗇嗇
廬廬
妙妙
翰翰
卷卷
」」((

図図
十十
二二))  

  
  

紙
本
。
縦
二
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
七
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
何
創
時
書
法
芸
術
基

金
会
蔵
。 

「
嗇
廬
妙
翰
卷
」
は
内
容
に
よ
っ
て
、
七
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
五
部
分
を
考
察
す
る

と
、
こ
の
作
品
は
１
６
５
１
年
と
１
６
５
２
年
の
二
年
間
で
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

１)

第
一
部
分
、
内
容
は
筆
記
で
あ
る
。
第
一
段
は
楷
書
を
主
に
、
あ
る
字
は
篆
書
の
結
構
を

用
い
た
。 

(

２)

第
二
部
分
、
内
容
は
『
荘
子
・
外
篇
十
二
・
天
地
』
の
一
段
と
傅
山
の
注
釈
で
あ
る
。
楷

書
、
草
書
、
篆
書
と
隷
書
を
交
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

(

３)

第
三
部
分
、
内
容
は
処
方
箋
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
傅
山
は
医
学
に
造
詣
が
深
か

っ
た
。
楷
書
で
書
か
れ
た
。 

(

４)

第
四
部
分
の
内
容
も
『
荘
子
・
外
篇
十
二
・
天
地
』
の
一
段
を
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

前
の
部
分
は
草
書
で
書
か
れ
、
真
ん
中
の
部
分
は
篆
書
と
隷
書
を
混
ぜ
て
書
か
れ
た
。
後
ろ
の
部

分
は
行
草
書
と
小
行
楷
で
書
か
れ
た
。 

(

５)

第
五
部
分
、
内
容
は
『
荘
子
・
外
篇
十
四
・
天
運
』
の
一
段
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、「
嗇

廬
妙
翰
卷
」
の
も
っ
と
も
長
い
部
分
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
五
節
の
筆
記
が
あ
る
。
最
も
重
要

な
筆
記
は
一
つ
目
の
筆
記
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
前
の
一
段
は
行
草
書
で
書
か
れ
て
、
そ
の
あ
と

は
行
書
を
主
に
数
多
く
の
異
体
字
で
書
か
れ
た
。
ま
た
、
最
初
は
隷
書
で
「
南
華
天
運
」
と
い
う

題
を
書
い
た
。 

一
つ
目
筆
記
の
原
文
は
「
楊
五
哥
，
七
哥
持
此
卷
子
要
書
。
村
僑
无
笔
久
矣
。
禿
穎
老
掔
，
尽

者
結
構
。
」
で
、
大
体
の
意
味
は
「
楊
五
兄
、
七
兄
は
私
の
と
こ
ろ
に
こ
の
巻
子
を
持
っ
て
き
て
、

作
品
を
書
く
よ
う
に
頼
ん
だ
。
村
僑
は
長
い
間
書
か
な
か
っ
た
が
、
禿
筆
で
老
い
た
腕
で
、
結
構

を
尽
く
し
た
。」
で
あ
る
。 

こ
ち
ら
の
「
村
僑
」
は
傅
山
の
別
号
で
あ
る
。
清
の
順
治
十
年
（
１
６
５
３
年
）
、
傅
山
は
山

西
陽
曲
の
黄
花
山
に
住
ん
で
い
て
、
「
僑
黄
」
と
自
号
し
、
同
十
七
年
（
１
６
６
０
年
）
ぐ
ら
い

に
、
傅
山
は
松
荘
に
隠
遁
し
、
「
松
僑
」
と
自
号
す
る
。
「
僑
」
は
海
外
あ
る
い
は
異
郷
に
住
む
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
傅
山
が
「
僑
」
と
い
う
字
の
つ
い
た
号
を
用
い
た
の
は
、

す
べ
て
明
朝
が
滅
亡
し
た
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
６

。
す
な
わ
ち
、
明
朝
が
滅
亡
し
た
あ
と
、
自
分

は
も
う
国
と
家
を
失
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
筆
記
か
ら
見
る
と
、
傅
山
は
「
村
僑
」
を
自
号
す

る
か
ら
、
こ
の
雑
書
巻
冊
は
明
朝
が
滅
亡
し
た
あ
と
に
書
か
れ
た
物
と
推
定
で
き
、
す
な
わ
ち
一

六
四
四
年
、
傅
山
の
三
十
九
歳
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
丹
崖
の
雨
の
中
に
、

老
親
は
餛
飩
を
作
っ
て
、(

傅)

山
が
食
べ
た
。
」
と
い
う
筆
記
か
ら
見
る
と
、
傅
山
の
母
は
当
時

生
き
て
い
た
。
１
６
６
０
年
傅
山
の
母
が
卒
し
た
の
で
、
こ
の
作
品
の
完
成
し
た
時
期
は
１
６
４

４
年
〜
１
６
６
０
年
の
間
に
推
定
で
き
る
。 

１
６
４
４
年
〜
１
６
４
５
年
、
傅
山
は
戦
乱
を
避
け
る
た
め
、
武
郷
、
汾
陽
、
平
定
、
盂
県
の

間
を
往
来
し
て
い
た
、
１
６
４
６
年
〜
１
６
４
９
年
、
傅
山
は
「
反
清
復
明
」
の
運
動
に
従
事
し

た
。
１
６
４
９
年
、
晋
祠
の
戦
役
が
失
敗
し
た
あ
と
の
１
６
５
０
年
、
傅
山
は
祁
県
に
仮
寓
し
た
。

１
６
５
１
年
と
１
６
５
２
年
、
傅
山
は
汾
陽
の
楊
維
禎
の
家
に
仮
寓
し
、
１
６
５
３
年
傅
山
は
汾

陽
か
ら
離
れ
て
陽
曲
土
堂
村
に
仮
寓
し
た
。
１
６
５
４
年
か
ら
１
６
５
５
年
ま
で
、
傅
山
四
十
九

歳
と
五
十
歳
の
と
き
、
謀
叛
罪
で
太
原
の
獄
舎
に
い
た
の
で
、
こ
の
巻
冊
を
書
く
条
件
に
合
わ
な

い
。
１
６
５
６
年
晋
陽
に
仮
寓
し
、
１
６
５
７
年
に
家
を
捨
て
て
北
遊
し
た
。
１
６
５
８
年
、
陽

曲
に
仮
寓
し
た
。
１
６
５
９
年
か
ら
は
、
南
遊
し
た
。
１
６
６
０
年
、
傅
山
の
母
が
卒
し
た
。 

上
記
の
１
６
４
４
年
〜
１
６
６
０
年
の
傅
山
の
活
動
か
ら
見
る
と
、
「
嗇
廬
妙
翰
」
を
書
く
最

も
適
切
な
期
間
は
１
６
５
１
年
と
１
６
５
２
年
で
あ
る
。
こ
の
二
年
の
間
に
、
傅
山
は
ち
ょ
う
ど

汾
陽
の
楊
爾
禎
の
家
に
仮
寓
し
、
傅
山
の
筆
記
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
「
楊
五
兄
と
七
兄
」
は
友
達

楊
爾
禎
の
二
人
の
弟
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
巻
冊
の
第
二
部
分
の
筆
記
で
は
、
「
山
隹(

傅
山)

は

四
五
十
歳
の
男
で
あ
る
。」
（「
山
隹
四
五
十
歳
老
大
漢
」
）
と
述
べ
ら
れ
、
傅
山
は
当
時
四
五
十
歳

と
判
明
し
、
傅
山
は
１
６
０
６
年
７

に
生
ま
れ
た
の
で
、
１
６
５
１
年
と
１
６
５
２
年
は
ち
ょ
う

ど
四
五
十
歳
の
期
間
で
あ
る
８

。 

こ
れ
か
ら
、
「
嗇
廬
妙
翰
卷
」
は
１
６
５
１
年
か
ら
１
６
５
２
年
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
傅
山
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四
十
六
歳
と
四
十
七
歳
の
と
き
、
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
卷
册
の
内
容

に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
は
一
気
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
長
い
間
に
次
々
と
書
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
部
分
の
最
初
の
筆
記
「
楊
五
兄
、
七
兄
は
私
に
こ
の
巻
子
に
作
品
を
書
か
せ
る
。
」
（
「
楊

五
哥
、
七
哥
持
此
卷
子
要
書
。
」
）
か
ら
見
る
と
、
第
五
部
分
の
終
わ
り
ま
で
は
、
傅
山
は
日
常

的
な
こ
と
を
自
由
に
書
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
書
く
内
容
は
「
荘
子
」
な
ど
の

文
章
を
抜
き
書
き
、
筆
記
、
注
釈
ま
た
は
日
記
な
ど
で
あ
る
。
内
容
は
極
め
て
自
在
さ
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
六
部
分
か
ら
は
、
楊
氏
の
た
め
に
書
か
れ
た
作
品
と
言
え
る
。
内
容
は
『
荘

子
』
を
主
に
、
傅
山
自
身
の
理
解
と
注
釈
を
加
え
て
、
ま
た
は
、
自
身
の
書
画
に
関
す
る
観
点
の

筆
記
も
あ
る
。
最
初
の
と
こ
ろ
に
、
「
南
華
天
運
」
と
い
う
題
が
あ
り
、
よ
り
作
品
の
正
式
感
が

あ
り
、
書
く
内
容
も
よ
り
正
式
で
、
形
式
の
上
で
も
、
前
よ
り
も
っ
と
調
和
し
て
い
て
、
統
一
感

が
あ
る
。
書
体
の
使
い
方
で
は
、
種
類
は
も
っ
と
も
豊
か
で
あ
る
。
小
楷
、
行
書
、
草
書
、
隷
書
、

大
篆
な
ど
を
交
互
に
す
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
第
五
部
分
か
ら
、
『
嗇
廬
妙
翰
卷
』
は
も
っ
と
も

作
品
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
６
）
第
六
部
分
、
内
容
は
『
荘
子
・
外
篇
十
三
・
天
道
』
の
一
段
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、

使
わ
れ
た
書
体
の
数
が
一
番
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
楷
、
楷
書
、
行
楷
、
隷
書
、
大
篆
、
草
書

で
書
か
れ
た
。 

（
７
）
第
七
部
分
、
内
容
は
傅
山
に
よ
る
『
荘
子
・
内
篇
』
と
『
荘
子
・
外
篇
』
に
関
す
る
論

点
で
あ
る
。
楷
書
で
書
か
れ
て
、
最
後
は
「
僑
黃
真
山
」
の
印
を
押
し
た
。 

 

第第
三三
章章  

表表
装装
のの
形形
態態
にに
つつ
いい
てて  

次
に
、
傅
山
の
十
二
件
の
雑
書
卷
冊
の
形
態
と
落
款
、
傅
山
の
印
、
収
蔵
印
の
有
無
な
ど
に
よ

っ
て
、
表
一
を
作
っ
た
。 

    

表
一 

 
 

作品 形態 落款 傅山の印 収蔵印 後人の表装 

「篆楷草詩文手巻」 手卷    ◯ 

「隷草零散手稿冊頁」 冊頁  ◯  ◯ 

「楷行草道経仏経冊頁」 冊頁 ◯  ◯  

「楷行草篆歷代名臣像贊」 冊頁   ◯  

「楷隸草篆詩文冊頁」 冊頁 ◯ ◯   

「篆隸行草楷雜記冊頁」 冊頁  ◯  ◯ 

「楷隸草鶡冠子等雜記冊頁」 冊頁 ◯ ◯   

「小楷王維詩草書李白塞下曲手

卷」 

手卷 ◯ ◯ ◯  

「行楷雜記詩詞冊頁」 冊頁 ◯ ◯   

「行楷古人詩文冊頁」 冊頁 ◯ ◯ ◯  

「行書鍾靜人猶寢雜記冊頁」 冊頁    ◯ 

「嗇廬妙翰卷」 手卷  ◯ ◯  
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表
一
か
ら
見
る
と
、
十
二
件
の
雑
書
卷
冊
の
中
に
は
、
冊
頁
が
九
件
あ
り
、
手
卷
が
三
件
あ
る
。 

明
以
降
の
手
卷
の
最
大
の
特
徴
は
本
紙
の
前
に
一
段
の
「
引
首
」
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
、「
小
楷
王
維
詩
草
書
李
白
塞
下
曲
手
卷
」
、
「
嗇
廬
妙
翰
卷
」
に
は
全
て
引

首
が
な
い
。
し
か
し
、「
嗇
廬
妙
翰
卷
」
の
第
五
部
分
は
楊
氏
兄
弟
の
た
め
に
書
く
の
で
、
「
南
華

天
運
」
と
題
し
た
。
そ
れ
か
ら
見
る
と
、
傅
山
は
完
全
な
手
卷
と
い
う
形
式
を
書
き
上
げ
る
意
識

が
な
く
、
た
だ
日
常
的
な
書
写
の
時
は
、
手
卷
の
引
首
が
な
い
が
、
他
人
の
た
め
に
書
い
て
、
作

品
を
創
作
す
る
意
識
を
持
つ
と
き
は
、
題
を
付
け
る
。
「
小
楷
王
維
詩
草
書
李
白
塞
下
曲
手
卷
」 

も
引
首
が
な
い
が
、
全
体
の
内
容
は
完
全
で
、
使
用
の
紙
も
つ
な
ぎ
跡
が
な
く
て
、
落
款
と
傅
山

の
印
も
あ
る
の
で
、
作
品
の
完
全
性
を
守
る
た
め
に
、
手
卷
と
し
て
表
装
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
は
引
首
、
落
款
、
傅
山
の
印
と
収
蔵
印
が
全
て
な
く
て
、
撞
辺 

式
９(

図
十
三)

で
表
装
し
た
。
使
用
の
紙
の
色
と
大
き
さ
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
第
一
部
分
の
第
一

段
と
第
三
部
分
に
使
っ
た
紙
は
つ
な
ぎ
跡
が
な
く
て
、
長
い
紙
で
あ
り
、
内
容
も
完
全
で
あ
る
。

手
卷
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
作
品
の
真
ん
中
に
、
二
枚
の
短
い
作
品
が
あ
り
、
一
つ
は
篆
書
作
品

で
あ
り
、
各
字
の
右
側
に
朱
墨
で
釈
文
を
書
い
た
。
も
う
一
つ
は
小
楷
書
の
作
品
で
、
作
品
の
全

体
は
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
表
装
の
全
体
構
造
は
見
返
し
、
隔
水
、
長
い
作
品
、
隔

水
、
短
い
作
品
、
隔
水
、
短
い
作
品
、
隔
水
、
長
い
作
品
、
隔
水
、
拖
尾
紙
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
的
に
、
清
代
の
撞
辺
式
手
卷
の
構
造
は
見
返
し
、
隔
水
、
引
首
、
隔
水
、
本
紙
、
隔
水
、
拖

尾
紙
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
表
装
形
式
は
宋
代
の
卷
子
の
形
式
に
近
い
。
以
上
か
ら
み
る
と
、

「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
は
傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
や
手
稿
を
集
め
た
あ
と
、
保
存
と
収
蔵
の
目

的
の
た
め
に
、
整
理
し
て
表
装
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
長
い
手
稿
を
完
全
に
残
す
た
め
と
第

一
部
分
の
第
二
段
と
第
二
部
分
の
短
い
手
稿
を
入
れ
て
、
内
容
を
豊
富
に
す
る
た
め
に
、
手
卷
と

し
て
表
装
し
た
。 

ま
た
、
金
運
昌
の
文
章
「
定
遠
斎
旧
蔵
傅
山
雑
書
卷
冊
小
記
」
に
は
、
張
学
良
が
収
蔵
し
た
傅

山
の
「
各
体
書
冊
」
が
述
べ
ら
れ
た
。「
各
体
書
冊
」
も
傅
山
の
一
件
の
雑
書
卷
冊
作
品
で
あ
り
、

落
款
が
な
く
て
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
「
傅
山
之
印
」
を
押
し
た
。
金
運
昌
は
、
「
各
体
書
冊
」
は 

傅
山
が
一
気
に
書
き
上
げ
た
作
品
で
は
な
く
て
、
最
後
の
印
は
傅
山
の
家
族
が
こ
の
作
品
の
信 

頼
性
を
高
め
る
た
め
に
押
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
述
し
た
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
傅
山
の
あ
る
雑

書
卷
冊
は
確
か
に
後
人
あ
る
い
は
傅
山
の
家
族
が
傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
手
稿
を
集
め
て
表
装
し 

た
も
の
で
あ
り
、
印
も
後
人
が
押
し
た
。
「
篆
隸
行
草
楷
雜
記
冊
頁
」
は
落
款
と
収
蔵
印
が
な
く

て
、
「
傅
山
印
」
を
一
つ
し
か
押
さ
な
か
っ
た
。
三
つ
の
内
容
は
何
の
関
係
も
な
い
。
そ
の
た
め
、

「
篆
隸
行
草
楷
雜
記
冊
頁
」
も
後
人
が
表
装
し
た
雑
書
卷
冊
で
あ
ろ
う
。 

 

九
件
の
冊
頁
の
中
で
、
「
行
書
鍾
靜
人
猶
寢
雜
記
冊
頁
」
は
落
款
、
傅
山
の
印
と
収
蔵
印
が
全

て
な
い
。
「
楷
行
草
篆
歷
代
名
臣
像
贊
」
は
落
款
と
傅
山
の
印
が
な
い
が
、
扉
に
「
歷
代
名
臣
」

と
題
し
た
。
こ
の
作
品
は
甲
申
事
変
の
後
、
傅
山
が
歴
史
上
の
名
臣
を
題
材
と
し
て
、
亡
国
の
痛

み
と
忠
臣
良
将
へ
の
景
仰
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
忠
臣
の
画
像
が
あ
り
、
そ
の
後
は
讃
詞
と
忠

臣
の
事
跡
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
創
作
意
図
が
あ
る
の
で
、
落
款
と
傅
山
の
印
が
な

い
が
、
完
全
な
作
品
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
集
め
て
、
表
装
し
た
作
品
で
は
な
い
。
し
か

し
、
「
行
書
鍾
靜
人
猶
寢
雜
記
冊
頁
」
の
内
容
は
古
人
詩
文
、
小
説
、
史
書
の
抄
録
と
筆
記
、
感

想
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
字
も
あ
ま
り
真
剣
で
は
な
く
て
、
落
款
、
傅
山
の
印
と
収
蔵
印
が
全

て
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
「
行
書
鍾
靜
人
猶
寢
雜
記
冊
頁
」
は
傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
手
稿
を

集
め
た
あ
と
、
表
装
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
隷
草
零
散
手
稿
冊
頁
」
で
は
傅
山
の
印
を
押
し
た
が
、
第
四
部
分
の
第
一
段
の
後
ろ 

(

「
管
子
愛
秋
雲
、
多
想
極
材
居
。
無
事
喫
薄
粥
、
後
看
南
華(

後
は
欠
く)

」)

「
南
華
」
の
あ
と

が
欠
け
、
内
容
は
不
完
全
で
あ
る
。
あ
と
の
第
二
段
の
部
分
は
ま
た
ほ
か
の
内
容
で
あ
り
、
第
一

段
と
関
係
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
の
第
四
部
分
、
第
六
部
分
、
第
七
部
分
、
第
十
部
分
、

第
十
一
部
分
は
明
ら
か
に
紙
を
貼
り
あ
わ
せ
た
跡
が
あ
る
。
第
十
部
分
の
第
一
段
の
「
憐
」
と
い

う
字
の
左
側
は
、
「
憐
」
の
形
に
合
わ
せ
て
裁
ち
切
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
第
七
部
分
は

傅
山
が
王
羲
之
の
「
昨
書
帖
」
と
「
月
半
哀
悼
帖
」
を
臨
書
し
た
が
、
「
昨
書
帖
」
は
前
の
二
行

だ
け
、
内
容
は
欠
け
て
不
完
全
で
あ
り
、
三
行
目
か
ら
は
「
月
半
哀
悼
帖
」
の
臨
書
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
隷
草
零
散
手
稿
冊
頁
」
は
、
傅
山
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
や
手
稿
か
ら
裁

ち
切
っ
た
あ
と
、
整
理
し
て
表
装
し
た
も
の
で
あ
る
。 

     

−107−



 
 

おお
わわ
りり
にに  

傅
山
の
数
多
く
の
雑
書
卷
冊
の
な
か
で
、
後
人
が
傅
山
の
手
稿
や
作
品
を
集
め
て
表
装
に
仕 

上
げ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
十
二
件
の
雑
書
卷
冊
の
表
装
の
形
態
も
考
察
し

た
。
「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
、
「
隷
草
零
散
手
稿
冊
頁
」
、
「
篆
隸
行
草
楷
雜
記
冊
頁
」
と
「
行
書
鍾

靜
人
猶
寢
雜
記
冊
頁
」
の
四
件
の
作
品
は
傅
山
の
手
稿
や
作
品
を
集
め
て
表
装
し
た
も
の
で
あ 

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
中
、
「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
は
撞
辺
式
の
手
卷
に
表
装
し
た
。

全
体
構
造
は
表
紙
、
隔
水
、
長
い
作
品
、
隔
水
、
短
い
作
品
、
隔
水
、
短
い
作
品
、
隔
水
、
長
い

作
品
、
隔
水
、
拖
尾
紙
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
、
清
代
の
撞
辺
式
手
卷
の
構
造
は
天
、
隔

水
、
引
首
、
隔
水
、
本
紙
、
隔
水
、
拖
尾
紙
で
あ
る
。
「
篆
楷
草
詩
文
手
巻
」
は
引
首
が
な
く
て
、

宋
代
の
卷
子
の
形
式
に
近
い
。
こ
の
卷
子
は
使
わ
れ
た
紙
の
色
も
違
い
、
落
款
、
印
も
全
て
な
い
。

ま
た
、
「
隷
草
零
散
手
稿
冊
頁
」
の
な
か
に
、
多
く
の
紙
を
貼
り
あ
わ
せ
た
跡
が
あ
り
、
特
に
第

十
部
分
の
第
一
段
の
「
憐
」
と
い
う
字
の
左
側
は
、
「
憐
」
の
形
に
合
わ
せ
て
裁
ち
切
っ
た
こ
と

が
見
え
る
。 

以
上
か
ら
見
る
と
、
傅
山
は
当
時
誰
よ
り
も
多
く
の
雑
書
巻
冊
を
書
い
た
が
、
十
二
件
の
雑
書

卷
冊
の
な
か
で
、
四
件
の
雑
書
卷
冊
は
い
ろ
い
ろ
な
作
品
か
ら
切
り
取
っ
て
、
あ
る
い
は
手
稿
を

整
理
し
て
、
後
人
が
表
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
傅
山
の
ば
ら
ば
ら
な
作
品
や
手
稿
を
保
存
し
た
く

て
、
作
品
と
手
稿
の
内
容
や
状
態
に
よ
っ
て
、
冊
頁
あ
る
い
は
手
卷
に
表
装
し
た
。
表
装
の
形
態

も
傅
山
の
雑
書
卷
冊
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
形
態
は
他
の
書
家
の
雑
書
卷
冊
に
ま
だ
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
傅
山
自
身
が
雑
書
卷
冊
に
与
え
た
特
徴
で
は
な
い
が
、
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
。 

            

  

図図
一一  

「「
篆篆
楷楷
草草
詩詩
文文
手手
巻巻
」」
１１
００  

第
一
部
分 
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第
二
部
分 

 

第
三
部
分 

図図
二二  

「「
隷隷
草草
零零
散散
手手
稿稿
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
一
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
部
分 

 

第
三
部
分 
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第
四
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
六
部
分 

第
五
部
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第
七
部
分 

傅
山
の
臨
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第
八
部
分 

 

     

 

王
羲
之
の
拓
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
九
部
分 
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図図
三三
「「
楷楷
行行
草草
道道
経経
仏仏
経経
冊冊
頁頁
」」
１１
００ 

第
十
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
部
分  

 
 
 

            

第
十
一
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

   

第
二
部
分 
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図図
四四
「「
楷楷
行行
草草
篆篆
歷歷
代代
名名
臣臣
像像
贊贊
」」
１１
００  

第
一
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
部
分 

 
 

 

 
 

 

第
二
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

第
四
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

第
六
部
分 

 
 

 

 
 

 

第
五
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
部
分 
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第
八
部
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第
十
部
分 

 
 

 
 

第
九
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
十
一
部
分 

 
 

 
 

 

第
十
二
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

図図
五五
「「
楷楷
隸隸
草草
篆篆
詩詩
文文
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
一
部
分 
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第
二
部
分 

 
 

 
 

 
 

第
三
部
分 

 
 

 
 

   

図図
六六
「「
篆篆
隸隸
行行
草草
楷楷
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
四
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
部
分  
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第
二
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

第
三
部
分 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

図図
七七
「「
楷楷
隸隸
草草
鶡鶡
冠冠
子子
等等
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
一
部 
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第
二
部
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
第
三
部
分 

 
  

第
四
部
分 

 

第
五
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
六
部
分 

 
 

 

 
 

 

  

図図
八八
「「
小小
楷楷
王王
維維
詩詩
草草
書書
李李
白白
塞塞
下下
曲曲
手手
卷卷
」」
１１
００  

第
一
部
分 
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図図
九九
「「
行行
楷楷
雜雜
記記
詩詩
詞詞
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
二
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
部
分 

 
   

 
   

           

 

第
二
部
分 

 
  

 

 
  

 

第
三
部
分 
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図図
十十
「「
行行
楷楷
古古
人人
詩詩
文文
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
一
部
分 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

第
二
部
分 

 
 

 

 
 

 

 

 

図図
十十
一一
「「
行行
書書
鍾鍾
靜靜
人人
猶猶
寢寢
雜雜
記記
冊冊
頁頁
」」
１１
００  

第
一
部
分 
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第
二
部
分 

 
 

 
 
 

 
  第

三
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
部
分 

第
四
部
分 

 

図図
十十
二二
「「
嗇嗇
廬廬
妙妙
翰翰
卷卷
」」
１１
１１  

第
一
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
四
部
分 

  

第
二
部
分 

 

 

第
三
部
分 
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第
五
部
分 
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第
六
部
分 

   

   
 

 

   

   

  
 

 

 

 

第
七
部
分 

 

 

図図
十十
三三  

撞撞
辺辺
式式
のの
巻巻
子子  

 

丁
成
東
『
中
国
装
潢
史
の
研
究
』
を
参
考
す
る 
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注

 

１ 
 
 

白
謙
慎
「
雑
書
巻
冊
和
晩
明
文
化
生
活
」 

『
書
法
叢
刊
』 

２
０
０
３
年
第
３
期 

２ 
 
 

白
謙
慎
『
傅
山
の
世
界
』
（
『
傅
山
的
世
界
』)

 

１
６
３
頁 

三
聯
書
店
出
版
社 

２
０
１

５
年
９
月 

３ 
 
 

本
年
譜
は
、
内
山
知
也
『
傅
山
』
（
１
９
９
４
年
５
月
・
芸
術
新
聞
社
）
第
２
２
２
頁
に

掲
載
の
「
傅
山
年
譜
」
に
基
づ
い
て
、
李
広
潔
『
傅
山
書
法
全
集
』(

２
０
０
７
年
６

月
・
山
西
人
民
出
版
社
）
所
収
の
「
傅
山
年
譜
」
、
魏
宗
禹
『
傅
山
評
伝
』(

１
９
９
５
年

９
月
・
南
京
大
学
出
版
社
）
中
の
「
傅
山
的
生
平
和
著
述
」
、
今
川
鷗
洞
『
傅
山
研
究
』

(

２
０
１
９
年
４
月
・
美
術
新
聞
社)
中
の
「
傅
山
の
生
涯
」
を
適
宜
参
考
し
編
集
し
た
。 

４ 
 
 

「
反
清
復
明
」：
清
に
反
抗
し
明
王
朝
を
回
復
さ
せ
る
。 

５ 
 
 

郝
継
文
「
傅
山
隷
書
略
論
」 

『
書
法
』 
２
０
１
７
年
４
期 

６ 
 
 

魏
宗
禹
の
『
傅
山
評
伝
』
の
中
に
、
傅
山
の
字
号
に
関
す
る
考
察
が
あ
る
。
傅
山
は
「
僑
」

と
い
う
字
を
号
に
す
る
こ
と
に
十
一
種
類
あ
り
、
こ
れ
は
傅
山
が
清
王
朝
へ
の
反
対
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
魏
宗
禹
は
整
理
し
た
傅
山
の
五
十
四
個
の
字
号
の
中
に
「
村
僑
」
と

い
う
号
が
い
が
、
順
治
十
二
年
（
１
６
５
５
年
）、
傅
山
が
五
十
歳
の
と
き
に
書
い
た

「
山
寺
病
中
望
村
僑
作
」
と
い
う
詩
か
ら
見
る
と
、「
村
僑
」
も
傅
山
の
号
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。 

『
傅
山
評
伝
』
南
京
大
学
出
版
社 

８
頁 

１
９
９
５
年
９
月 

７ 
 
 

内
山
知
也
『
傅
山
』 

２
２
２
頁−

２
３
７
頁 

芸
術
新
聞
社 

１
９
９
４
年
５
月 

８ 
 
 

白
謙
慎
の
『
傅
山
的
世
界
』1
44

頁
に
載
っ
て
い
る
考
察
に
よ
っ
て
、『
嗇
廬
妙
翰
』
が
書

か
れ
た
時
期
は
１
６
５
１
年
ー
１
６
５
２
年
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
楊
氏
が
傅
山
に
居
所
を
提

供
す
る
の
で
、
楊
氏
の
恩
に
報
い
る
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
交
際
の
作
品
で
あ
り
、
明

ら
か
な
政
治
的
意
図
は
な
い
。 

９ 
 
 

撞
辺 

画
心(

本
紙)

を
隔
水
・
引
首
・
尾
子
の
後
ろ
に
重
ね
継
ぎ
、
上
下
０
・
５―

０
・

５c
m

倣
古(

古
代
の
器
物
や
芸
術
に
ま
ね
て
作
る
こ
と)

皮
紙
の
縁(

耳)

を
し
っ
か
り
と

貼
り
継
い
で
か
ら
、
さ
ら
に
天(

見
返
し)

を
継
ぎ
合
わ
せ
る
。 

丁
成
東
『
中
国
装
潢
史

の
研
究
』(

大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
の
博
士
論
文)

 

１
頁 

２
０
１
７

 

年
３
月 

１
０ 

 
 

『
傅
山
書
法
全
集
』(

全
８
巻) 

山
西
人
民
出
版
社 

２
０
０
７
年
６
月 

１
１ 

 
 

呉
国
豪
『
王
鐸
・
傅
山
選
粋
』 

洋
紅
印
刷 

２
０
１
５
年
３
月 

 
 

「「
書書
はは
美美
術術
でで
ああ
るる
」」
とと
いい
うう
命命
題題
のの
再再
検検
討討  

――

王王
国国
維維
・・
梁梁
啓啓
超超
・・
鄧鄧
以以
蟄蟄
のの
言言
説説
をを
中中
心心
にに――

  

梁 

開 

印   

 
 
 目

次 は
じ
め
に 

第
一
章 

 

「
美
術
」
「
芸
術
」
の
背
景
に
つ
い
て 

第
二
章 

 

王
国
維
の
場
合
に
つ
い
て 

第
三
章 

 

梁
啓
超
の
場
合
に
つ
い
て 

第
四
章 

 

鄧
以
蟄
の
場
合
に
つ
い
て 

終
わ
り
に 

付
録 

注
釈 

 

はは
じじ
めめ
にに  

書
は
中
国
古
代
の
人
々
の
日
常
生
活
を
貫
き
、
手
紙
の
や
り
取
り
、
公
文
書
の
掲
示
、
科
挙 

の
試
験
な
ど
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
実
用
的
な
「
術
」
で
あ
る
。
漢
代
か
ら 

書
法
の
美
に
関
す
る
言
論
が
続
々
と
出
現
し
、
美
意
識
の
萌
芽
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
芸
術 

功
能
は
終
始
実
用
を
超
え
て
お
ら
ず
、
古
人
の
日
常
生
活
で
は
独
立
し
た
芸
術
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
な
い
。
清
末
に
は
、
王
国
維
（
『
古
雅
之
在
美
学
上
之
位
置
』
一
九
〇
七
年
）
、
梁
啓
超
（
『
中

国
地
理
大
勢
論
』
一
九
〇
二
年
）
・
『
書
法
指
導
』
一
九
二
七
年
）
、
鄧
以
蟄
（
『
書
法
之
欣
賞
』 

一
九
三
七
年
）
な
ど
の
学
者
が
そ
の
著
作
に
お
い
て
「
書
法
は
美
術
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を 

提
起
し
た
。
そ
の
後
の
学
者
、
例
え
ば
張
蔭
麟
（
『
中
国
書
芸
批
評
学
序
文
』
一
九
三
一
年
）
、 

宗
白
華
（
『
徐
悲
鴻
与
中
国
絵
画
』
一
九
三
二
年
・
『
書
法
在
中
国
芸
術
史
上
的
地
位
』
一
九
三

八
年
・
『
中
国
書
法
芸
術
的
性
質
』
一
九
八
三
年
）
、
朱
光
潜
（
『
子
非
魚
、
安
知
魚
之
楽―

―

宇

宙
的
人
情
化
』
一
九
三
二
年
）
な
ど
の
学
者
は
そ
の
著
作
の
中
で
「
書
は
芸
術
で
あ
る
」
と
い

う
命
題
を
提
起
し
た
。
現
在
で
は
、
「
書
は
芸
術
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
主
流
に
な
っ
て
い
る

が
、
現
代
の
書
の
創
作
、
研
究
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

こ
の
二
つ
の
命
題
が
い
ず
れ
も
「
観
念
」
と
し
て
現
れ
た
こ
と
は
、
書
の
芸
術
認
識
の
目
覚

め
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
書
の
本
質
に
対
す
る
認
識
の
発
展
を
巡
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
美
学
思

想
の
集
合
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
書
法
の
本
質
に
対
す
る
認
識
の
歴
史
は
、

中
国
の
書
法
美
学
の
発
展
を
貫
く
核
心
的
な
手
が
か
り
で
あ
り
、
現
代
の
書
法
の
発
展
に
対
す

る
重
要
な
理
論
的
根
拠
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
書
は
美
術
で
あ
る
」
と
い

う
命
題
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
代
の
主
流
の
認
識
に
ま
で
発
展
し
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
書

は
強
い
文
学
的
属
性
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
芸
術
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
芸
術
の
範
疇

に
入
れ
る
根
拠
は
何
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え
る
に
は
、
こ
の
観
念
の
初
期
の
形
成
か

ら
、
現
在
ま
で
の
発
展
過
程
を
考
察
し
た
上
で
、
命
題
提
起
者
の
学
術
的
背
景
と
当
時
の
社
会

的
背
景
を
結
び
付
け
、
提
起
す
る
立
場
と
理
論
的
根
拠
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
う
ち
、
王
国
維
、
梁
啓
超
、
鄧
以
蟄
の
三
人
の
学
者
は
書
法
を
「
美
術
」
と
呼
ん
で
い

る
が
、
張
蔭
麟
、
宗
白
華
、
林
語
堂
、
朱
光
潜
、
蒋
彝
は
「
芸
術
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
で

は
、
「
書
法
は
美
術
で
あ
る
」
と
「
書
法
は
芸
術
で
あ
る
」
は
同
じ
意
味
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限

り
、
こ
の
命
題
を
直
接
に
論
じ
た
文
章
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
論
文
で
は
、
「
美
術
」
、
「
芸
術
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
の
転
換
と
時
代
背
景
を
結
び
つ
け
、
特
に
前
者
の
王
国
維
・
梁
啓
超
・
鄧
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